
駅のエレベーターは、かつて

階段の上り下りができない高齢者や車椅子の人、

障がいのある人、妊娠した女性、などのために作られました。

しかし今、大きなキャリーバッグを引く人や、たくさんの荷物を持った人など、

さまざまな人たちに利用されるようになっています。

かつて「誰かのために」と思っていたことが、

今日の「みんなのために」につながっている…。

駅のエレベーターはそんなことを私たちに気づかせてくれます。

写真は、2002 年（平成14 年）にエレベーターが設置されたJR 児島駅

「誰かのために」は私のために。
「私のために」は誰かのために。
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